
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

一般国道３２９号石川バイパス
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「「ママネネジジメメンントトササイイククルル」」ととはは？？  

はじめに 

「「道道路路行行政政ママネネジジメメンントト」」ととはは？？  

■「道路行政マネジメント」は、より効果的、効率的に事業・施策を進めていくことを目的

として、道路事業等の成果を表す指標を用いて事前に数値目標を設定し、事業実施後にそ

の結果を評価して、以降の施策・事業への反映を図る道路行政運営の仕組みです。 

■実施する事業・施策やその目標、実施後の効果分析（目標の達成度）などについては、「達

成度報告書」「業績計画書」としてとりまとめ公表することで、行政の効率性・透明性の向

上を図ります。 

■「マネジメントサイクル」とは、「計画の策定」「事業・施策の実施」「事業・施策の効果把

握、評価」といった道路行政マネジメントの一連の流れを指し、それぞれのステップで県

民や道路ユーザーの皆様とのコミュニケーションを実施していくことで、アカウンタビリ

ティ向上を図ります。 

県   民 
道路ユーザー 

事業・施策 
の実施 

事業・施策の 
効果把握、評価 

実施する事業・施
策・目標等について
の情報提供 

【業績計画書】 

実施された事業・施
策およびその効果等
についての情報提供

【達成度報告書】

道路に対する県民や道路
ユーザーのニーズ把握 

計画の策定 
計画の見直し 

地域との協
働による施
策の実施 

県民や道路ユーザ
ーの視点からの事
業・施策の評価 

事業進捗状況な
どの情報提供 

県民や道路ユー
ザーの視点から
のチェック 

これまでに実施してきた事業・施策やその効果、県民・道路
ユーザーの皆様の道路に対するニーズ、将来の沖縄の道路の
あるべき姿などを踏まえて、今後実施していく事業や施策に
ついての計画を策定し、目標を設定します。 
策定された計画については「業績計画書」としてとりまとめ、
情報発信します。 

策定された計画に従って、地域の皆様などの
ご協力も得ながら、事業・施策を実施します。
事業や施策の進み具合などについては、随時
情報発信を行い、分かりやすく進めていきま
す。 

実施された事業・施策による効果（目標の達成状況）を把握・分析し、評
価を行います。 
また、道路満足度調査などを行うことで県民や道路ユーザーの皆様の視点
からの客観的な評価もいただきます。 
評価結果については「達成度報告書」としてとりまとめ、情報発信すると
ともに、次の計画等に反映させて行きます。 



１ 自自立立型型経経済済のの構構築築とと持持続続的的発発展展をを支支ええるる基基盤盤づづくくりり
～連携を強化し、交流を促進する道づくり～ 

●南北方向に広がる地域特性を持ち、南部地域に都市基盤や交通拠点が立地

する沖縄本島では、北部地域を中心に時間的ハンディキャップを抱えてい

る状況です。 

●北部地域のハンディキャップ解消や、地域間の連携に向けては、体系的な

ネットワークの整備拡充が必要になるとともに、沖縄自動車道、那覇空港

自動車道など既存ネットワークの活用が重要となります。 

●沖縄県における「規格の高い道路を使う割合※」は６.９％と、全国平均（１

３％）の約半分にすぎず、既存ストックの活用が十分になされていない状

況となっています。 

 

沖縄の現状は 

平成１６年度の「規格の高い道路を使う割合」は、高規格道路及びアクセス

道路に関連した供用路線はなく、わずかに増加したものの、目標を達成でき

ませんでした。 

ただし、ソフト施策に関連して、下記のような効果発現がありました。 

◎ＥＴＣ利用車両を対象にした沖縄自動車道の料金割引制度の導入 

・ＥＴＣ利用車両を対象に、深夜割引及び通勤割引を実施して、 

■沖縄自動車道の交通量が３％（約 2,100 台/月）増加 

■その結果、規格の高い道路を使う割合は６.９％とわずかながら増加（０.１％増） 

昨年度の成果は 

平成１７年度については、平成１６年度の成果や反省を踏まえ、那覇空港自

動車道の延伸の早期実現など、高規格道路の整備や高規格道路へのアクセス

道の整備を促進していくとともに、料金低減策やＥＴＣを対象にした割引制

度を継続実施していきます。 

今後の取り組みは 

1 

※自動車専用道路を利用する交通の割合を表す指標であり、具体的には、全道路の走行台キロに占める自動車
専用道路の走行台キロの割合を表す。 
［沖縄自動車道（那覇ＩＣ～許田ＩＣ）、那覇空港自動車道（西原ＪＣＴ～豊見城ＩＣ）］ 



１ 沖縄の現状 

■ 現状、都市機能や空港･港湾など広域的な交流

の拠点となる交通施設は、本島南部である那

覇市に集中しています。 

■ 那覇空港までの時間距離の視点で見ると、北

部地域の中心である名護市は、飛行機で移動

する宮古・石垣島までの所要時間にほぼ匹敵

し、県最北地域の国頭村に至っては宮古・石

垣島の約２倍の所要時間となるなど、時間的

ハンディキャップを抱えています。 

那覇空港からの所要時間（Ｈ１６） 

都道府県別規格の高い道路を使う割合（Ｈ１６） 

2 

９０分以上の時

間を要する地域

■ 地域連携に向けては、体系的ネットワーク整備とともに、既存ストックである沖縄自動車道や那覇空港自動

車道の有効活用が求められています。 

■ 沖縄県における「規格の高い道路（沖縄自動車道、那覇空港自動車道）を使う割合」は６.９％と、全国平

均（１３％）の約半分にすぎず、道路（自動車専用道路（規格の高い道路）、幹線道路（国道･県道）、生活

道路（街路･市町村道））の機能分担や既存ストックの活用が十分になされていない状況です。 
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資料：日本トランスオーシャン航空
   エアーニッポン 
   琉球エアーコミューター 

那覇空港から 
９０分圏内 

那覇空港から 
６０分圏内 



２ 平成１６年度の成果［達成度報告］
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業・施策の名称 対策前 対策内容 得られた効果および原因分析 評価 整備
事例

ＥＴＣ利用車両を対象

にした割引制度導入 
－ 

ＥＴＣ利用車両を対象に

「深夜割引」、「通勤割引」

を実施 

ＥＴＣ利用率の向上 １

65,648

67,765

60,000

62,000

64,000

66,000

68,000

70,000

H16.4～10 H16.11～H17.3

（台）

1,134 1,126
1,218 1,265 1,278 1,265 1,338

1,461

1,661

1,944

2,754

3,508

5.0%

4.0%3.0%

2.4%2.2%
2.1%2.0%

1.8%1.8%1.9%1.7%1.7%
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0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%
ETC利用台数 ETC利用率（台）

整備 
事例 １ ＥＴＣ利用車両を対象にした割引制度導入により交通量が増加 

～料金割引制度の導入～ 

■平成１６年１１月より、深夜時間帯(午前

０～４時)の利用者に対し割引（約３割

引）する「深夜割引制度」を、また、平

成１７年１月より通勤時間帯（朝６～９

時または夕方１７時～２０時の間）の利

用に対し割引（約５割）する「通勤割引

制度」を導入しました。 

3 

規格の高い道路を使う割合の推移 
◎沖縄県の規格の高い道路を使う割合は平成１５

年に比べて０.１％増加したものの、目標を達成

できませんでした。 

・ただし、ソフト施策（料金割引制度の導入）実施

により、沖縄自動車道の利用交通量が増加するな

どの効果が発現しています。 

■平成１６年度に実施した主な事業・施策 

事業内容 

効 果 

7.0%
7.0%

6.9%
6.8%

6.0%

7.0%

8.0%

H15 H16 H19

規
格
の
高
い
道
路
を
使
う
割
合
（
％
）

目標値 実績値

H16目標

H15実績
H16実績

H19目標

■料金割引制度導入後、ＥＴＣ利用台数が大幅に増加しました。 

■また、導入後の沖縄自動車道の日平均利用台数は、導入前と比べ約 2,100 台の増加を示し

ており、高速道路の利用促進への効果が伺えます。 

沖縄自動車道における日平均ＥＴＣ利用台数の推移（Ｈ１６年度） 沖縄自動車道の日平均利用台数（Ｈ１６年度）

深夜割引 
制度導入 

利用台数が 
約 2,100 台増加 

通勤割引
制度導入



３ 平成１７年度の取り組み［業績計画］
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業・施策の名称 
実施予定

年度 
現  状 対策内容 期待される効果 

整備
事例

那覇空港自動車道 
（豊見城 IC－（仮称）
那覇空港南 IC） 

H19 年度
暫定供用

那覇空港自動車道は、現
在、豊見城ＩＣ（豊見城
市平良）まで整備が進捗

豊見城ＩＣ～（仮称）那覇空港南ＩＣま
で延伸整備を行います。 

空港と高速道路の連結

向上 Ａ
沖縄自動車道の通行料
金の低減に係わる措置
の継続 

継続 
Ｈ１１年度より沖縄自動
車道の一律割引を実施 

前年度まで実施した料金低減措置の継続
実施  

ＥＴＣ利用車両を対象
にした割引制度の継
続・新規の割引実施 

継続 
Ｈ１６年度にＥＴＣ利用
車両を対象に「深夜割
引」、「通勤割引」を実施

前年度まで実施した割引制度の継続実施 
マイレージ割引制度、大口･多頻度割引制
度の実施 

規格の高い道路を使う

割合の向上 

 

16

11

0

5
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現状 整備後

(分)

7.0%
7.0%7.0%

6.8% 6.9%

5.0%
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10.0%

H15 H16 H17 H19

規
格
の
高
い
道
路
を
使
う
割
合
（
％
）

目標値 実績値

H16目標

H15実績 H16実績

H19目標

H17目標

4 

規格の高い道路を使う割合の目標 
◎平成１６年度の成果や反省を踏まえ、那覇空港自

動車道の延伸（豊見城ＩＣ～（仮称）那覇空港南Ｉ

Ｃ）など、高規格道路の整備や高速道路へのアク

セス道の整備を促進していくとともに、料金低減

策やＥＴＣを対象にした割引制度を継続実施し

ていきます。 

■平成１７年度に実施予定の主な事業・施策 

整備 
事例 Ａ 那覇空港自動車道の延伸 

～那覇空港自動車道豊見城東道路～

事業箇所 

事業内容 

■那覇空港自動車道は、沖縄県の空の玄関口で

ある那覇空港と、沖縄自動車道を連結する路

線で、現在、豊見城ＩＣ（豊見城市平良）ま

で整備が進捗しています。 

豊見城東道路整備概要 

約５分削減 

供用前後の空港～最寄りＩＣ間所要時間 
所要時間：平成１６年度実測結果（バスプローブ）による平均

旅行速度より試算 

■規格の高い道路を使う割合の向上や、空港－

高速道路の連結性向上、地域間連携の向上を

目指し、豊見城ＩＣ～（仮称）那覇空港南Ｉ

Ｃまで延伸整備を行います。 

■現状約１６分を要する空港～最寄りＩＣ（豊

見城ＩＣ）の所要時間が、延伸整備により約

５分短縮((仮称)那覇空港南ＩＣまでの所要

時間)、空港と高速道路の連結向上が期待でき

ます。 
那覇空港自動車道

豊見城東道路 



 

２ 自自立立型型経経済済のの構構築築とと持持続続的的発発展展をを支支ええるる基基盤盤づづくくりり
～都市部の交通渋滞を緩和する道づくり～ 

●沖縄県の渋滞は全国的に著しく、１ｋｍあたり渋滞損失時間は３大都市圏（東

京･大阪･名古屋）以外で最も大きい状況にあります。 

●沖縄県の渋滞損失時間は７,０１７万人時間／年であり、県民一人が１年間に２

日以上（約５２時間）渋滞により時間を浪費していることになります。 

●沖縄県の渋滞は、那覇市を中心とした那覇都市圏に集中しており、道路種別で

見ると、国道５８号や国道３２９号といった直轄国道に全体の半分近くが集中

しています。 

●高速道路の利用促進や、料金所の渋滞緩和に効果を発揮するＥＴＣについて、

平成１７年３月時点の利用率は５．０％で、全国平均（３２．７％）の２割以

下と低い利用状況です。 

沖縄の現状は 

平成１６年度の渋滞損失時間は、全体で見ると増加し、目標は達成出来ませんで

した。 

ただし、対策を実施した箇所においては、下記のような効果がありました。 

◎石平交差点改良の実施（一般国道３３０号） 
・交差点前後区間の渋滞発生要因（流入する交通量が、交差点処理能力を上回っていた）
となっていた石平交差点について、交差点改良を実施して、 

■交差点の渋滞長を約９割削減！（石平交差点上り方向） 
■交差点前後区間の渋滞損失時間が約３割削減！ 
 

◎ＥＴＣ利用車両を対象にした通勤割引制度の導入 
・ＥＴＣ利用車両を対象に、通勤割引を実施して、 
■ 並行する一般国道３３０号の交通が、沖縄自動車道へ転換！ 
■ 一般国道３３０号に位置する渋滞交差点の渋滞長を朝の通勤時間帯（7:00～8:00）で約５割削減！
■一般国道３３０号の渋滞損失時間が約３割削減！ 
■ＥＴＣ利用率が増加！（１.６％から５.０％へ） 
（但し、全国平均［３２．７％：Ｈ１７年３月時点］と比較すると、まだまだ低い状況です） 

 

◎路上工事時間の縮減策の実施（直轄国道） 
・直轄国道にて行われる路上工事について、縮減策（工事の集約、集中など）を実施して、
■ 路上工事時間が大幅に減少！ 
（キロ当たりの路上工事時間が３３３時間／年・kmから１７０時間／年・kmへ約５割削減） 
 

 

 

昨年度の成果は 

今年度は、平成１６年度の成果および反省を踏まえ、引き続き、那覇都市圏を

迂回するバイパスなどを整備促進するとともに、渋滞交差点における、交差点改

良などの対策や、渋滞発生の一要因となっている路上工事の実施について、その

影響を分析し、対策を検討します。 

また、ＥＴＣを対象にした割引制度を継続実施するとともに、利用呼びかけな

どの広報・ＰＲ活動も併せて実施していきます。 

今後の取り組みは 

5 



那覇都市圏, 55% 中部, 25% 北部, 10%

南部, 7%

離島, 3%

0% 25% 50% 75% 100%

１ 沖縄の現状 

■沖縄県における渋滞損失時間は７,０１７万人時間/年であり、那覇都市圏に集中しています。 

■県全体の道路延長の約２０％を占める直轄国道に渋滞損失時間の約半分が集中しています。 

渋滞損失時間の状況（Ｈ１６） 

■沖縄県のキロ当たり渋滞損失時間を大きい順から並べると、重点対策区間（全国の渋滞上位２割）に、全渋

滞損失時間の７割以上が集中しています。 

■直轄国道の中で最も渋滞損失時間が大きい区間は、一般国道５８号那覇市旭町となっており、一般国道５８

号の那覇市旭橋～浦添市牧港で沖縄県全体の１割以上を占めています。 
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21.2%

47.7%

10.6%

8.6%

27.6%

22.3%

40.6%

21.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

延長

渋滞損失時間

直轄国道 補助国道 主要地方道 一般県道

県内の渋滞は那覇都市
圏に半数以上が集中 

■沖縄県の渋滞は全国的に著しく、キロ当たり渋滞損失時間は全国平均の

２倍以上に上り、３大都市圏（東京･大阪･名古屋）以外で最も大きい状

況にあります。 

順位 都道府県
1km当たり

渋滞損失時間
（千人時間/年・km）

1 東京都 136.7

2 大阪府 107.7

3 神奈川県 76.0

4 埼玉県 53.5

5 愛知県 49.2

6 沖縄県 41.2

20.3全国平均

渋滞損失時間の地域別構成（Ｈ１６） 

道路種別距離及び滞損失時間構成（Ｈ１６） 

Ｈ１６国土交通省資料 
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（万人時間／年・km）

重点対策区間
(全国の渋滞損失時
間が大きい上位２割
に該当する区間)

県内の渋滞損失時間の
７２％が集中 



２ 平成１６年度の成果［達成度報告］

H19目標
43.6百万人時間/年

H16目標
43.5百万人時間/年

H15実績
43.5百万人時間/年

H16実績
50.3百万人時間/年
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事業・施策の名称 対策前 対策内容 得られた効果および原因分析 評価
整備
事例

一般国道３２９号 

石川バイパス 

Ｈ１５年度までに２車線

暫定供用が実施済 

一部区間の４車完全供用を

実施 

一般国道 329 号現道部の交通量

削減や旅行速度の向上が図られ、

渋滞損失時間が削減 
 

一般国道３３０号 

石平交差点改良 

国道から東海岸方面への

右左折交通により渋滞が

発生 

右折帯の２車線化整備を実

施するとともに、左折専用

車線を新設 

最大渋滞長が大幅に削減され、ま

た、前後区間の渋滞損失時間が削

減 
２

ＥＴＣ利用車両を対象

にした割引制度導入 
－ 

ＥＴＣ利用車両を対象に

「深夜割引」、「通勤割引」

を実施 

並行区間である一般国道３３０

号の交通が高速道路へ転換する

とともに、我如古交差点の渋滞長

や、通勤時の渋滞損失時間が減少 

３

公共交通利用促進策 
沖縄県のバス利用者数は

減少傾向 

バスロケーションシステム

を導入 
公共交通機関の利便性が向上  

7 

渋滞損失時間の推移 
◎平成１６年度では、バイパスの新規供用等は無

く、全体的に渋滞損失時間が増加※、目標を達成

できませんでした。 

◎ただし、渋滞損失時間の高い箇所で重点的に対策

を実施した結果、当該箇所では渋滞緩和効果が発

現しています。 

◎また、ソフト施策（高速道路の料金割引制度）実

施による渋滞緩和効果も発現しています。 

■平成１６年度に実施した主な事業・施策 

一般国道 330 号 
石平交差点改良 
（整備事例２） 

一般国道 329 号
石川バイパス

ＥＴＣ利用車両を対象にした割引制度 
(沖縄自動車道許田 IC～那覇 IC･西原 JCT)

（整備事例３） 

※渋滞の損失時間を測定しているモニタリング区間の変更に伴
い、旅行速度の測定方法を一般車による実走行調査から路線バ
スによる調査へ変更したことも要因と考えられる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 平成１６年度の成果［達成度報告］

整備 
事例 ２ 交差点改良の実施により渋滞損失時間が削減 

～一般国道３３０号 石平交差点改良～

事業箇所 ■一般国道３３０号と県道８１号線

（主要地方道宜野湾北中城線）が

交わる交差点やその前後区間で

は、渋滞が著しい区間となってい

ました。 

■各交差点の渋滞長が最大７６０ｍ(石平交差点上り：沖縄市向け)の減少が見られるなど、交

差点での渋滞長が大幅に削減しました。 

■両交差点を含む前後区間の渋滞損失時間が約３割削減しました 

■石平交差点では、宜野湾方向の直＋左折車線にて最大１,２５０ｍ、沖縄市方向で８５０ｍの

（現行右折帯延長５０ｍを上回る）渋滞長が発生、そのため、右折帯２車線化、左折専用帯を

設置。 

8 

事業内容 

効 果 

左折専用帯を設置

新たに右折帯(42m)を
設置、右折帯が２車線に

供用前の状況（石平交差点周辺） 
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（万人・時間）
交差点を含む
前後区間の渋
滞損失時間が
約３割削減 

供用後の状況（石平交差点周辺） 

供用前後の渋滞損失時間の変化 

渋滞長の変化（石平下り） 

渋滞長の変化（石平上り）
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■通勤時間帯において、沖縄自動車道の並行区間である一般国道３３０号の交通量が減少

し、沖縄自動車道の交通量が増加するなど、交通の転換が見受けられました。 

■一般国道３３０号に位置する渋滞交差点で

ある我如古交差点では、朝の通勤時間帯の

渋滞長の減少が見られました。 

■沖縄自動車道において、ＥＴＣ利用車両を対象に平成１７年１月より通勤時間帯（朝６

～９時または夕方１７時～２０時の間）の利用に対し割引（約５割）する「通勤割引制

度」を導入しました。 

■上記内容の広報を含め、ＥＴＣ利用促進に向けたＰＲを、新聞や広報誌などを通じ積極

的に実施しました。 

事業内容 

効 果 

２ 平成１６年度の成果［達成度報告］

整備 
事例 ３ ETC 利用車両を対象にした通勤割引制度により渋滞損失時間が削減 

～高速道路における ETC 利用車両を対象にした通勤割引制度の導入～

■通勤時間帯における渋滞損失時間が、割

引制度導入前と比べ３割以上の削減が見

られました。 
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導入前後の交通量の変化 

我如古交差点における渋滞長の変化 

650
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300

200

0

200
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7:00～8:00 8:00～9:00

（ｍ）

350m 減少

50m 減少

450

295
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200
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導入前 導入中

（人・時間）

導入前後の渋滞損失時間の変化 

３割以上削減

我如古交差点 

西原ＩＣ 

北中城ＩＣ 

 

 

導入前；平成１６年１２月１５日(7～9時)

導入中；平成１７年 ２月１６日(7～9時)

4,971
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2,000

4,000

6,000

導入前 導入中

（台／2ｈ）

7,386
7,716

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

導入前 導入中

（台／2ｈ）

導入前後の一般国道３３０号（我如古交差点付近）の状況 

導入前 導入中



３ 平成１７年度の取り組み［業績計画］

H19目標
43.6百万人時間/年

H16目標
43.5百万人時間/年

H17目標
45.5百万人時間/年

H15実績
43.5百万人時間/年

H16実績
50.3百万人時間/年

0

10

20

30

40

50

60

70

H15 H16 H17 H19

渋
滞

損
失

時
間

（
百

万
人

時
間

/
年

）

目標値 実績値

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業・施策の名称 
実施予定

年度 
現  状 対策内容 期待される効果 

整備
事例

①沖縄西海岸道路  

那覇西道路 

H22 年度

暫定供用

一般国道５８号那覇市区

間は県内で最も渋滞が著

しい 

那覇空港－那覇市若狭間に

６車線道路を整備 Ｂ

②一般国道 507 号 

津嘉山バイパス 

H20 年度

供用 

未整備区間におけるボト

ルネックにより渋滞発生
未整備区間の整備実施  

③一般国道 329 号 

小那覇交差点改良・ 

H19 年度

供用 

沿線への大型店舗などに

より渋滞が悪化 
右折専用車線の整備  

④糸満与那原線 

（与那原） 

H19 年度

供用 

沿線に工業用地や住宅な

どの開発実施中 
４車線道路を整備  

⑤一般国道 331 号 

豊見城道路 

H17 年度

部分暫定供用

一般国道 331 号現道部は

那覇以南で最も渋滞が著

しい 

小禄バイパス－糸満市間に

４車線道路を整備 Ｃ

⑥一般国道 58 号 

嘉手納交差点改良 

H19 年度

供用 

渋滞が著しく、また、ロ
ータリー構造になってい
るため分かりにくい 

拡幅および上下線の一体化

によるロータリー構造の解消  
⑦一般国道 58 号 

伊差川交差点改良 

H18 年度

供用 

北部地域で渋滞の著しい

区間に位置 
下り２車線化整備 

渋滞損失時間の低減 
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渋滞損失時間の目標 
◎今年度は、平成１６年度の成果および反省を踏ま

え、引き続き、那覇都市圏を迂回するバイパスな

どの整備を促進するとともに、渋滞交差点におけ

る、交差点改良などの対策を実施していきます。

◎また、ＥＴＣを対象にした割引制度を継続実施す

るとともに、利用呼びかけなど広報・ＰＲ活動も

併せて実施していきます 

◎渋滞損失の大きい区間から重点的に対策を実施

していきます 

■平成１７年度に実施予定の主な事業・施策 

①沖縄西海岸道路 
那覇西道路 

(整備事例 B) 

⑤一般国道 331 号 
豊見城道路 

（整備事例 C） 

③一般国道 329 号
小那覇交差点改良 

④糸満与那原線 
(与那原) 

②一般国道 507 号 
津嘉山バイパス 

⑥一般国道 58 号 
嘉手納交差点改良 ⑦一般国道 58 号

伊差川交差点改良

優先度明示曲線（1km 当たり渋滞損
失時間の大きい順に並べたグラフ）
と実施事業 
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⑥一般国道58号嘉手納交差点改良

⑦一般国道58号伊差川交差点改良
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３ 平成１７年度の取り組み［業績計画］

整備 
事例 Ｂ 県内で最も渋滞の著しい区間への渋滞対策 

～沖縄西海岸道路 那覇西道路～ 

■一般国道５８号那覇市旭橋～浦添

市牧港は、県内で最も渋滞が著しい

区間となっており。沖縄県全体の渋

滞損失の１割以上（１２％）を占め

ています。 

■並行区間である一般国道５８号那覇市旭橋～

浦添市牧港の渋滞緩和はもとより、ネットワー

クの整備による那覇都市圏の渋滞緩和に向け、

沖縄西海岸道路那覇西道路の整備を促進しま

す 

11 

事業箇所 

事業内容 

那覇西道路整備イメージ 

効 果 ■現状で平均１４分の所要時間を要する波の上ビーチ～那覇空港間の所要時間が、那覇西道路供

用後は、約４分での移動が可能になります。 

■那覇空港～一般国道５８号泊交差点の渋滞損失時間は、那覇西道路供用により、現状の約２割

の削減効果が期待されます。 

那覇西道路供用後は

約４分で移動可能

現状では、平均１４分の

所要時間を要する 

所要時間：平成１６年度の年平均旅行速度(実測結果)より試算

約２割削減 

那覇西道路整備による渋滞損失時間の変化（試算）

沖縄西海岸道路
那覇西道路 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

119

70

0

50

100

150

現状 供用後

（万人時間/年）

３ 平成１７年度の取り組み［業績計画］

整備 
事例 Ｃ 南部地域の渋滞緩和やネットワーク形成に向けた取り組み 

12 豊見城道路整備イメージ 

■一般国道３３１号は、那覇市と南部地域を結

ぶ唯一の直轄国道であるものの、２車線道路

と脆弱な道路体系となっており、また、豊見

城市～糸満市区間は、那覇以南で最も渋滞が

著しい区間となっています。 

■一般国道３３１号の渋滞緩和や、南部地域の

ネットワーク形成に向け、沖縄西海岸道路豊

見城道路の整備を促進します。 

事業箇所 

事業内容 

 

効 果 

豊見城道路供用後は

約１５分で移動可能 

現状では、平均約２０分

の所要時間を要する 

■現状で平均２０分の所要時間を要する沖縄アウトレットモールあしびなー～那覇空港間の所

要時間が、豊見城道路供用後は、約１５分での移動が可能になります。 

■並行する一般国道３３１号豊見城～糸満間の渋滞損失時間について、豊見城道路供用により、

現状の約４割の削減効果が期待されます。 

所要時間：平成１６年度の年平均旅行速度(実測結果)より試算

約４割削減 

豊見城道路整備による渋滞損失時間の変化（試算）

沖縄西海岸道路
豊見城道路 



 

安安全全・・安安心心なな生生活活のの確確保保とと災災害害にに強強いい道道づづくくりり
～安全で安心な暮らしを実現する道づくり～ 

●平成７年以降、交通事故死者数は漸減傾向ですが、死傷事故の件数は急激

な増加傾向を示しています。 

 これにともない、死傷事故率（死傷事故が発生する割合）も悪化していま

す。 

●死傷事故は交通量の多い那覇都市圏に集中しています。 

●全体では追突事故、出合頭事故、右折時事故が多発しています。 

●沖縄本島北部地域には１２.８ｋｍの事前通行規制区間が存在するなど、防

災上の課題を抱えています。 

沖縄の現状は 

平成１６年度の死傷事故発生状況は、南部地域では死傷事故件数が前年に比

べて若干減少しているものの、北部･中部･那覇都市圏･離島部ではいずれも増

加しており、また、道路種別（国道･県道等）で見ても、総体的に増加してい

ます。 

このため死傷事故率は目標を達成できませんでした。 

ただし、事業を実施した箇所では、下記のような効果がありました。 

◎国体道路入口交差点改良等（一般国道５８号） 

・死傷事故要因を分析し、交差点改良および信号現示見直しを実施して、 

■主要地方道沖縄北谷線からの左折に関連する死傷事故が未発生！ 

■夜間に多発していた国道５８号からの右折時の死傷事故を約６割削減！ 

昨年度の成果は 

今年度は、平成１６年度の成果および反省を踏まえ、引き続き死傷事故率が

高い箇所から優先的・重点的に交通安全対策を実施します。 

また、バイパスなどの走りやすく安全性の高い道路整備の推進により、抜本

的な対策を進めます。 

道路の防災性向上に向けた取り組みについて、橋梁耐震補強３箇年プログラ

ムに基づき計画的に推進します。 

今後の取り組みは 
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※全道路種別の事故（各年1～12月）
出典：交通白書

１ 沖縄の現状 

■沖縄県の交通事故死者数は横ばいからやや減少傾向

が見られるのに対して、死傷事故件数は平成７年以

降、急激に増加しています。 

沖縄県の死傷事故件数および交通事故死者数の推移 

■県道以上で発生している死傷事故の半数以上が那覇都市圏に集中しており、ついで中部地域の２４％となっ

ています。 

■死傷事故の内訳を見ると、追突事故が全体の約２９％と最も多くなっており、ついで出合頭事故の２１％、

右折時事故の１１％となっています。 

 一方で、横断歩道外横断中の事故も７％発生しており、道路利用者のモラルに起因する事故も見られます。

死傷事故の発生状況：県道以上（Ｈ１５） 

地域別死傷事故件数：県道以上（Ｈ１５）

死傷事故の内訳：県道以上（Ｈ１６） 
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その他
3%

工作物衝突
5%

その他
7%

右折時
11%

左折時
4%

追越・追抜時
2%

出合頭
21%

追突
29%

正面衝突
3%

その他
3%

横断歩道外
横断中

7%

通行中
1%

横断歩道横断中
4%

6,512件
（H16）
※県警
データ

車両相互
78％

人対車両
15％

車両単独8％

中部地域
838件

24%

南部地域
277件

8%

那覇都市圏
1,884件

53%

北部地域
405件

12%

離島地域
105件

3%

■沖縄県内の県道以上の交差点および単路の全区間（9,475 区間）のうち、約 17％に当たる 1,599 区間が死傷

事故率比※２以上の「重点対策区間」となっています。 
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補助国道・県道

直轄国道

死傷事故率比２

～～

出 典 国 土 交 通 省 資 料

総区間数　：9,475区間
うち単　路：5,587区間

　　交差点：3,888区間

死傷事故率比２以上：1,599区間
（単路：840区間　交差点：759区間）

重点対策区間 
(全区間の約１７％) 

出典：ＩＴＡＲＤＡデータ（H12～H15）

※死傷事故率比：各箇所の死傷事故率を沖縄県全体の単路・交差点それ

ぞれの平均死傷事故率で除した値。全県平均に比べて

どの程度死傷事故が発生する可能性が高いかを表す。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■沖縄本島北部地域には１２.８ｋｍの事前通行規制区間が存在します。（一般国道５８号 国頭村字宜名真～

字伊地） 

 当該区間は、連続雨量が２５０ｍｍを超えた場合や波浪による路上越波がある場合には通行止めとなりま

す。 

■国頭村字奥～国頭村役場の間は通常、一般国道５８号経由で約３０分で到達可能ですが、事前通行規制区間

が路上越波などで通行止めとなった場合、大幅な迂回を強いられることとなるため、通常時の３倍以上の時

間を要する可能性があります。 

越波の状況（国道５８号国頭村謝敷） 

15 

［通常時］ 
約 30 分（27.3ｋｍ）

［通行規制時］ 
約100分（69.7ｋｍ）

所要時間：道路交通センサス（Ｈ１１）の平日混雑時旅行速度より試算

１ 沖縄の現状 



２ 平成１６年度の成果［達成度報告］

H19目標
62.4件/億台㎞
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事業・施策の名称 対策前 対策内容 得られた効果および原因分析 評価
整備
事例

一般国道５８号 

国体道路入口交差点 

主要地方道沖縄北谷線から

の左折関連事故、一般国道５

８号からの右折時事故が多

発し、事故危険箇所に指定 

交差点改良により主要地方道沖

縄北谷線の左折レーンの形状変

更・信号での制御 

昼間信号現示を夜間まで延長 

主要地方道沖縄北谷線からの左折

関連事故が大幅に減少 

一般国道５８号からの右折時事故

が大幅に減少 

４

一般国道３２９号 

真玉橋交差点 

交差点に向けて急な下り勾

配になっている那覇市道側

からの進入車両に関連する

事故が多発 

那覇市道の滑り止め舗装（カラー

化）・交差点内軌道の明確化 

一般国道３２９号の排水性舗装

交差点付近の事故が約３割減少  

一般国道３３０号 

石平交差点 

渋滞により最大１,２５０ｍ

の滞留車両が発生し、追突事

故や左折時事故が多発 

下り方向の左折専用帯の新設 

上り方向の右折帯の２車線化 

渋滞が軽減され、滞留車両が減少

することにより事故の危険性が低

減 
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道路交通における死傷事故率の推移 
◎沖縄県全体の死傷事故件数は平成 15 年に比べて

約 6％増加し、死傷事故率は 4.6 件/億台㎞悪化し

たため、目標を達成できませんでした。 

・ただし、死傷事故率が高い箇所で重点的に対策を

実施した結果、当該箇所では事故削減効果が見ら

れています。 

■平成１６年度に実施した主な事業・施策 

国体道路入口交差点 
（整備事例４） 

真玉橋交差点 

石平交差点 
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２ 平成１６年度の成果［達成度報告］ 

整備 
事例 ４ 複合的な対策の実施により死傷事故が減少 

～一般国道５８号 国体道路入口交差点～

事業箇所 ■一般国道５８号と主要地方道沖縄北谷線が

交わるＴ字交差点で、死傷事故が多発して

おり事故危険箇所に指定されています。 

■一般国道 58 号への左折に関連する死傷事

故が減少しました。 

■一般国道 58 号からの右折に関連する死傷

事故が減少しました。 

左折関連事故件数の変化 右折関連事故件数の変化 

左折関連事故が

減少！ 

右折関連事故が

減少！ 

■主要地方道沖縄北谷線からは常時左折可能であったため、左折レーンでの追突や国道への合流

部での接触事故が多発していました。 

このため、交差点改良を行って左折レーンの形状を変更し、信号での制御に変更しました。 

■平成１５年度に発生した右折時事故が全て夜間に発生していることに着目し、信号現示の見

直し（19:00 までとなっていた昼間信号現示を 23:00 まで延長）を実施しました。 

対向側 
現示 

 

直進車両を青現示で
処理 

 右折現示点灯時のみ
対向側は赤現示 

→タイミングを見て右
折する車両が発生 

夜間現示 
 

19:00～ 

6:00 

対向側 
現示 

 

直進車両は直進専用
現示で処理 

 右折現示点灯時は対
向側は赤現示 

→タイミングを見て右
折する車両は発生し
ない 

昼間現示 
 

6:00～ 

19:00 

備  考 現示② 現示① 

こうした車両の発生が右折時事故

の一因になっていると推測！ 
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事業内容 

効 果 

国体道路入口交差点 

主要地方道の左折レ
ーンでの追突や国道
への合流時の事故が
多発 

至
沖
縄
市

至那覇市

至
名
護
市

左折レーンの形状
を変更し、信号制御

至
沖
縄
市

至那覇市 

至
名
護
市



３ 平成１７年度の取り組み［業績計画］

H17目標
72.5件/億台㎞

H16目標
66.5件/億台㎞

H19目標
62.4件/億台㎞

H16実績
77.5件/億台㎞

H15実績
72.9件/億台㎞
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事業・施策の名称 
実施予定

年度 
現  状 対策内容 期待される効果 

整備
事例

①那覇空港自動車道 
（豊見城ＩＣ～(仮称)那
覇空港南ＩＣ） 

H19 年度
暫定供用

並行する一般国道３２９号（現道）で死傷事
故が多発 

豊見城ＩＣから（仮称）那覇
空港南ＩＣまでの延伸整備
の実施 

交通量の転換による死
傷事故の低減  

②一般国道５８号 
泊ふ頭入口交差点 

H17 年度
供用 

右折時の事故や追突、横断歩道横断中の事故
などが多発し、事故危険箇所に指定 

交差点内の軌道の明確化や
交差点内のカラー化など、複
合的な対策を実施 

Ｄ
③一般国道５８号 

泊交差点 
H17 年度
供用 

変則５差路となっており、交差点規模が大き
いため右折時事故などが多発 

右折時事故対策を主体とし
て複合的な対策を実施 Ｅ

④一般国道５８号 
松山交差点 

H17 年度
供用 

右折時事故や追突事故が多発 
右折時事故対策を主体とし
た複合的な対策の実施  

⑤一般国道５８号 
大北５丁目交差点 

H17 年度
供用 

右折時事故や追突事故が多発し、夜間の事故
発生も目立つ 

右折レーンの延伸や照明灯
の適正配置等の対策を実施  

⑥国道４４９号 
本部南道路 

H19 年度
供用 

部分４車線供用となっており、未整備区間で
は死傷事故の危険性が高い 

未整備区間の４車線拡幅整
備  

⑦主要地方道沖縄環状線 
H22 年度
供用 

部分４車線供用となっており、未整備区間で
は死傷事故の危険性が高い 

未整備区間の４車線拡幅整
備  

⑧一般県道４７号線 
泉崎交差点 

H18 年度
供用 

ロータリー形状が５枝交差点になっており、
通行方法が分かりにくく追突事故が多発 

追突事故対策を主体として
複合的な対策を実施 

死傷事故の低減 

 
⑨防災対策 

H19 年度
概ね完了

事前通行規制区間があり、緊急輸送道路上に
耐震対策を必要とする橋梁が存在 

防災対策の実施（謝敷拡幅・
耐震対策(橋梁)の実施） 

防災性の向上 Ｆ

0

10

20

30

40

50

死
傷
事
事
故
率
比

～～

18 

道路交通における死傷事故率の目標 
◎今年度は、平成 16 年度の成果および反省を踏まえ、

引き続き死傷事故率が高い箇所から優先的・重点的

に交通安全対策を実施します。 

また、バイパスなどの走りやすく安全性の高い道路

整備の推進により、現道の交通量をバイパスなどに

転換させ、事故発生を抑制するなど、抜本的な対策

を実施します。 

■平成１７年度に実施予定の主な事業・施策 

⑤大北５丁目交差点

謝敷拡幅

⑥国道４４９号本部南道路

③泊交差点 
（整備事例Ｅ）

②泊ふ頭入口交差点
（整備事例Ｄ） 

④松山交差点 ⑦主要地方道

 沖縄環状線

①那覇空港自動車道（豊見城 

 ＩＣ～(仮称)那覇空港南ＩＣ） 

①那覇空港自動車道 

⑤大北５丁目交差点 

②泊ふ頭入口交差点 

④松山交差点 

⑥本部南道路 

⑦沖縄環状線 
①泊交差点 

重点対策区間 

⑧泉崎交差点 

⑨緊急輸送道路等における 
早急な防災対策の実施 

（整備事例Ｆ） 

⑧泉崎交差点 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備 
事例 Ｄ 事故危険箇所における重点的な事故対策の実施 

～一般国道５８号 泊ふ頭入口交差点～

■一般国道５８号と県道４

３号線および市道との交

差点で、死傷事故が多発し

ており、事故危険箇所に指

定されています。 

■右折時の事故や追突事故、横断歩道横断中の事故など

が多発しているため、下記に示すような複合的な対策

を実施します。 
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事業箇所 

事業内容 

整備 
事例 Ｅ 事故多発交差点における重点的な事故対策の実施 

～一般国道５８号 泊交差点～ 

■一般国道５８号と主要

地方道那覇北中城線お

よび市道との交差点で

あり、死傷事故が多発し

ています。 

■特に右折時事故の発生が目立つため、交差点内の右折

軌道の明確化を中心に、複合的な対策を実施します。

事業箇所 

事業内容 

交差点軌道の明確化およ
び軌道内のカラー化・右折
停止位置の明確化 

北側横断歩道の 
交差点側への移設 

交差点内のリング表示
（カラー化） 

交差点内のリング表示 
（カラー化） 

交差点軌道の明確化および
軌道内のカラー化、右折停止
位置の明確化 

停止線位置の変
更による交差点
のコンパクト化

３ 平成１７年度の取り組み［業績計画］

期待される 
効   果 

■死傷事故の大幅削減

が期待されます。 
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不明

泊ふ頭入口交差点

期待される 
効   果 

■死傷事故の大幅削減

が期待されます。 
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 道路種別 現状（Ｈ１６） Ｈ１７目標 Ｈ１８目標 Ｈ１９目標 

高規格道路 34.5％ 34.5％ 48.3％ 69.0％ 

直轄国道 55.9％ 61.8％ 82.4％ 94.1％ 

補助国道 0.0％ 0.0％ 0.0％ 87.5％ 

県  道 13.3％ 26.7％ 26.7％ 86.7％ 

市町村道 0.0％ 0.0％ 0.0％ 100.0％ 

沖
縄
県 

計 35.6％ 40.2％ 52.9％ 83.9％ 
 

３ 平成１７年度の取り組み［業績計画］

整備 
事例 Ｆ 緊急輸送道路の確保（橋梁耐震補強３箇年プログラム） 

■災害発生時における緊急活動や緊急物資輸送を支援するため、重要施設（空港･港湾等）や地域の中心都市

を結び、緊急輸送道路※を確保します。 
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耐震補強済橋梁の割合 

緊急輸送道路ネットワーク 

※緊急輸送道路：緊急輸送道路とは、災害時における救援活動、生活物資や復旧物資輸送等の確保に資する道路で、以下のとおり分類されています。 
●第１次緊急輸送道路ネットワーク：県庁所在地、地方中心都市及び重要港湾、空港等を連絡する道路 
●第２次緊急輸送道路ネットワーク：第１次緊急輸送道路と市町村役場、主要な防災拠点（行政機関、公共機関、主要駅、港湾、ヘリポート、災害医療

拠点、自衛隊等）を連絡する道路 
●第３次緊急輸送道路ネットワーク：その他の道路（１・２次緊急輸送道路と防災拠点を相互に連絡する道路） 

※国道 331 号雄樋川大橋 

橋梁耐震補強例 

コンクリート巻き立て
による橋脚補強 

国道 331 号雄樋川大橋



 

４ 沖沖縄縄特特有有のの豊豊かかなな自自然然環環境境のの保保全全・・創創出出  
～観光を支援し、環境を保全・創造する道づくり～ 

●沖縄への観光入域客数やレンタカーの登録台数は年々増加傾向にあり、平

成５年当時と比べるとそれぞれ約１.６倍、約３.１倍となっています。 

●レンタカー利用者にアンケートによる調査を行ったところ、「案内標識」に

対する不満が高く、４割以上の利用者が道に迷ったことがあると回答して

います。 

沖縄の現状は 

レンタカー利用者のニーズをアンケート等によって把握し、不満が高く利用

者の４割以上にもおよぶ迷走実態を低減するため、案内標識や路面標示など

の改善を行いました。 

昨年度の成果は 

今年度は、平成１６年度に引き続き、道路利用者のニーズを踏まえて観光支

援に資する施策を進めていきます。 

具体的には以下の施策に取り組みます。 

■きめ細かな道路標識の改善・充実 

■沖縄らしい（南国をイメージさせる）道路の環境整備（緑化） 

■分かりやすい道路マップの配布 

■カーナビの改善に向けた検討の実施 

今後の取り組みは 
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道路種別 現状（Ｈ１６末） Ｈ１７末目標 Ｈ１８末目標

直轄国道 100.0％ 100.0％ 100.0％ 

補助国道 75.4％ 86.0％ 93.0％ 

県  道 58.6％ 69.3％ 82.7％ 

１ 沖縄の現状 

■沖縄への観光入域客数は年々増加してお

り、レンタカー登録台数についても近年大

幅に増加しています。 

入域観光客数およびレンタカー登録台数の推移 

■レンタカー利用者を対象としたアンケート調査では、約４５％の回答者が「旅行中に道に迷った」と回答し

ており、このうち約４０％の方はその原因として「案内表示不適切」をあげています。 

 また「カーナビの不具合等」についての指摘も４５％と高くなっています。 

道に迷ったことの有無（Ｈ１６） 
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44.9%

ない
53.5%

不明
1.6%

n=2,138

不明
2.9%

その他
12.7%

幹線道路
の案内表

示不適切

12.9%

目的地周
辺の案内

表示不適

切

26.6%

カーナビ
の不具合

等

45.0%

n=1,254

■最も優先すべき施策に対する回

答でも、約５割が「観光拠点等へ

の案内標識の充実」を望んでお

り、案内標識に関するニーズが高

い状況です。 

道に迷った原因（Ｈ１６） 

出典：レンタカー利用者アンケート調査（Ｈ１６）

出典：レンタカー利用者アンケート調査（Ｈ１６）

レ ン タ カ ー
の迷走 
（約４５％）

案内表示が不
適切と指摘 
（約４０％）

■標識（交差点・路線番号案内）の整備状況 

標識の例 
  

43.0%

25.5%

16.3%

11.5%

10.2%

8.7%

6.2%

8.2%

5.2%

51.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

観光拠点等への案内標識等の充実

渋滞対策

運転マナーの対策

観光拠点等の駐車場拡充

道の駅等の休憩施設整備

道路の安全性向上

道路の景観向上

路上工事の抑制

その他

不明

指摘率（％）

n=2,138

観光拠点等への案内標識等の充実



２ 平成１６年度の成果［達成度報告］
 

 

 

 

 

 

 

事業・施策の名称 対策前 対策内容 得られた効果および原因分析 評価
整備
事例

許田ＩＣ入口路面標示

および案内標識の改善 

第二通行帯が高速道路の

入口となっているため、

分かりにくかった。 

路面標示および案内標識を

改善し、第二通行帯が高速

道路入口となっていること

を強調 

― ５

海洋博公園案内標識 

改善 

「海洋博公園」のみが表

示されていた。 

「海洋博公園」に「美ら海

水族館」を併記 

今年度、アンケート等による効果

把握のための調査を実施 

― ６
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備 
事例 ５ 許田ＩＣ入口路面標示および案内標識の改善 

～一般国道５８号 許田ＩＣ入口～

■一般国道５８号から沖縄自動車道許田ＩＣへの入口は、右側車線から高速道路へと進入する変

則的な形状であり、利用者の混乱を招いていました。 

■右側が高速道路へ入る車線であることを分かりやすく強調するため、高速道路入口手前への看

板の設置や、路面標示の改善を行いました。 
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◎レンタカー利用者のニーズを踏まえ、観光客等に

とって分かりにくい案内標識や路面標示の改善

を実施しました。 

■平成１６年度に実施した主な事業・施策 

事業内容 

右側車線から高

速道路へ入るた

め、分かりにくい 

路面標示と案内標識

で高速道路へ進入す

る車線を強調 

整備 
事例 ６ 「海洋博公園」案内標識改善 

■海洋博公園内にある「美ら海水族館」は年間 200 万人が訪れる沖縄本島北部の拠点的観光地と

なっていますが、県内各所に設置されている道路案内標識には公園の名称である「海洋博公園」

のみしか表示されていなかったため、「美ら海水族館」を併記しました。 

事業内容 

【実施箇所数】

 ・直轄18箇所

 ・県8箇所 

 ・JH3箇所 

海洋博公園に「美ら海水族

館」を併記 

美ら海水族館が海洋博公園内にあることを

知らない観光客にはどちらに行って良いの

か分からない・・・ 



３ 平成１７年度の取り組み［業績計画］
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業・施策の名称 
実施予定

年度 
現  状 対策内容 期待される効果 

整備
事例

きめ細かな道路標識の

改善・充実 

H17 年度

実施 

特に観光地周辺の案内標

識についての不満が大き

い 

ローカルルールによりローコ

ストで分かりやすい標識を県

道・市町村道に設置 

目的地までの分かりやすさ向上 Ｇ

沖縄らしい道路の環境

整備（緑化） 

H17 年度

実施 
－ 

北部地域の観光地周辺エリア

等での重点的な植栽整備を推

進 

観光地に相応しい道路景観の維持・

形成  

分かりやすい道路マッ

プの配布 

H17 年度

実施 
－ 

アンケート調査に寄せられた

苦情情報等を反映した観光案

内道路マップを作成・配布 

目的地までの分かりやすさ向上  

カーナビの改善に向け

た検討の実施 

H17 年度

実施 

新たに整備された道路や

観光地などがカーナビに

反映されるまで時間がか

かる 

きめ細かな観光情報の提

供や道路案内が不十分 

カーナビメーカー等を交えた

協議会を立ち上げ、沖縄版詳

細カーナビの実現を目指す 

目的地までの分かりやすさ向上 

きめ細かな観光情報の提供  
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◎今年度は平成 16 年度に引き続き、道路利用者ニ

ーズを踏まえて観光支援に資する施策を進めて

いきます 

■平成１７年度に実施予定の主な事業・施策 

整備 
事例 Ｇ きめ細かな道路標識の改善・充実 

■観光地周辺の案内表示が不十分であることから、ローカルルールによりローコストで分かりや

すい標識について国道･県道や市町村道で設置に向けた調整を実施 

事業内容 

（例）114-B系標識（歩行者系案内標識） 
  （那覇市首里当蔵町） 

（例）既製品を使用した簡易標識（サンプル） 
※写真提供：島根県浜田土木建築事務所によるものを一部改変

座
喜
味
城
跡

３００ｍ



５ 特特性性をを生生かかししたた安安ららぎぎとと活活力力ああるる地地域域づづくくりり
～ゆとりある個性豊かな地域を創出する道づくり～ 

●新たなまちづくりや、市街地の活性化のためには、地域の持つ個性豊かな

自然的・文化的特性を有効に活用することが重要となります。 

●こうした個性豊かな地域の創出を支援するため、景観などに配慮し、道路

の無電柱化整備を進めています。 

●地域住民の無電柱化（電線・電柱の地中化）に対するニーズは高く、平成

１６年度に実施されたアンケート調査では「渋滞の対策」に続いて２番目

に多い３１％が優先的に実施すべき施策として「電線・電柱の地中化」と

回答しています。 

沖縄の現状は 

平成１６年度の無電柱化整備率は平成１５年度に比べて大幅に向上したもの

の、一部の事業の完了が遅れたため、目標は達成できませんでした。 

平成１６年度に完了した事業は以下の通りです。 

■一般国道５８号浦添地区電線共同溝（浦添市）：６.２０ｋｍ 

■市場通り線電線共同溝整備（宮古島市）：０.７４ｋｍ 

昨年度の成果は 

電線・電柱の地中化は、景観の向上はもとより、歩道のバリアフリー化や防

災性の向上にも大きく関連するため、今年度も継続し、目標が達成できるよ

う事業を進めていきます。 

今後の取り組みは 
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１ 沖縄の現状 

■地域住民の無電柱化（電線・電柱の地中化）に対する

ニーズは高く、平成１６年度に実施されたアンケート

調査では「渋滞の対策」に続いて２番目に多い３１％

が優先的に実施すべき施策として「電線・電柱の地中

化」と回答しています。 

優先的に実施すべき施策 

■沖縄県内では、平成２０年度までに計８３.２１５ｋｍの無電柱化が計画されています。（市町村道を除く）
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１．渋滞の対策

３．狭い道路の改良・拡幅

４．歩道の段差解消やバリアフリー化

５．路面の凸凹等の改良

６．生活道路の整備

７．道路の除草・清掃

８．わかりやすい案内標識の整備

９．歩道の新設・拡幅

１０．道路の安全性の向上

１１．排水性舗装の整備

１２．路上工事の抑制

１３．国道や県道などの幹線道路の整備

１４．道路周辺の緑化

１５．道路事業への県民参加

１６．道路騒音対策

１７．高速道路の整備

１８．景観に配慮した道路の整備

１９．急坂、急カーブの改良

２０．道の駅等の休憩施設の整備

２１．道路情報の提供

２２．離島架橋の整備

２．電線・電柱の地中化 

無電柱化計画区間（市町村道を除く） 

出典：沖縄県の道路整備に関するアンケート調査（Ｈ１６）

主要地方道平良城辺線

主要地方道伊計平良川線

一般国道５８号宜野湾地区 

一般国道５８号浦添地区 

モノレール関連街路 
（那覇内環状線） 

一般県道 
那覇空港線 

一般国道５０７号
津嘉山バイパス

主要地方道那覇糸満線 

一般国道３３２号 

一般国道３３０号 

市場通り線 
電線共同溝 

(整備事例７) 



２ 平成１６年度の成果［達成度報告］
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事業・施策の名称 対策前 対策内容 得られた効果および原因分析 評価
整備
事例

一般国道５８号 

浦添地区電線共同溝 

６.２０ｋｍの無電柱化整

備を実施  

市場通り線電線共同溝 

（宮古島市） 

道路の拡幅にあわせて０．

７４ｋｍの無電柱化整備を

実施 

順次電線・電柱の撤去が行われ

ることにより、歩行者・自転車

の通行の円滑化・道路景観の向

上 ７

一般国道３３０号 

那覇道路電線共同溝 

（那覇市安里～古島） 

２.６７ｋｍの無電柱化整

備を実施  

国際通り線電線共同溝 

（那覇市） 

３.２０ｋｍの無電柱化整

備を実施  
モノレール関連街路（第二環

状線）電線共同溝（那覇市）

電柱により歩行者・自転

車の円滑な通行に支障 

電柱や電線が道路景観を

阻害 

５.０６ｋｍの無電柱化整

備を実施 

平成１６年度内に予定事業が

未完了 

 

整備 
事例 ７ 道路の拡幅にあわせた無電柱化整備の実施 

～市場通り線（宮古島市）電線共同溝（ソフト地中化）～

■道路の拡幅にあわせて実施していた主要地方道平良城辺線（市場通り：公設市場～元郵便局）

０.７４ｋｍの無電柱化整備（管路の埋設）が完了しました。 
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無電柱化整備率の推移 
◎一般国道５８号浦添地区など、計６.９４ｋｍで

無電柱化整備を実施したことにより無電柱化整

備率は約８％向上しました。 

・ただし、平成１６年度に完了予定だった一部事業

の完了が遅れたため、目標は達成できませんでし

た。 

■平成１６年度に実施した主な事業・施策 

事業内容 

効 果 ■これまでは無かった歩道もあわせて整備され、景観の向上が図られるとともに良好な歩行者空

間が形成されました。 

■平成１７年１０月には占用事業者によって電線・電柱が撤去される予定となっており、歩道の

バリアフリー化や防災性の向上が図られるとともに、一層の景観向上も期待されます。 

無電柱化実施前 無電柱化実施後（電線・電柱未撤去） 



３ 平成１７年度の取り組み［業績計画］

 その他の指標の達成度・目標
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Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１９
テーマ アウトカム指標 内   容 

目標値 実績値 目標値 目標値
日常生活の中心となる都市まで、
30分以内で安全かつ安定的に走行
できる人の割合 

那覇市・沖縄市・名護市まで 30 分
以内に安全かつ快適に走行できる
人の割合 

63.1％ 63.1％ 63.9％ 66.8％
自立型経済の構築と持続的
発展を支える基盤づくり 

～連携を強化し、交流を 
促進する道づくり～ 空港・港湾まで、30 分以内で安全

かつ安定的に走行できる人の割合
【平成 17 年度新規指標】 

空港および主要港湾まで 30 分以内
に安全かつ快適に走行できる人の
割合 

－ 61.7％ 62.6％ 67.2％

ＥＴＣ利用率 
料金所の総通過車両数に占めるＥ
ＴＣ利用車両数の割合 

16.0％ 5.0％ 32.7％ 大幅増
自立型経済の構築と持続的
発展を支える基盤づくり 

～都市部の交通渋滞を 
緩和する道づくり～ 

路上工事時間 
路上工事による年間交通規制時間
を道路延長で除した値 

326 
時間/km･年 

170  
時間/km･年 

170  
時間/km･年

305  
時間/km･年

安全・安心な生活の確保と災
害に強い県土づくり 
～安全で安心な暮らしを 

実現する道づくり～ 

事前通行規制の実施に伴う孤立人
口 

異常気象時の交通規制により孤立
する集落の人口 

2,100 人 2,100 人 2,100 人 1,900 人

夜間騒音要請限度達成率 
住宅が連担している幹線道路で夜
間騒音が要請限度を達成している
道路延長の割合 

92％ 97％ 98％ 98％ 
沖縄特有の豊かな自然環境
の保全・創出 

～観光を支援し、環境を 
保全・創造する道づくり～ 空港から主要観光地までの所要時

間短縮率 
【平成 17 年度新規指標】 

空港から主要観光地までの現況の
所要時間を1.0とした場合の将来の
所要時間 

－ 1.00 1.00 0.98 

特性を生かした安らぎと活
力ある地域づくり 

～ゆとりある個性豊かな 
地域を創出する道づくり～ 

１日当たりの平均利用者数が
5,000 人以上の旅客施設周辺等の
主な道路のバリアフリー化の割合

バリアフリー化が位置づけられて
いる道路延長に占める既にバリア
フリー化された道路延長の割合 

40％ 52％ 60％ 76％ 

道路利用者満足度 
インターネットによるアンケート
調査結果を用いた道路全般に対す
る満足度（5点満点） 

2.8 2.7 2.9 3.0 

ホームページアクセス数 
沖縄総合事務局が運営している「ホ
ームページ」および「携帯電話」の
アクセス数の合計 

45.9 
万アクセス/年 

27.4 
万アクセス/年 

66.3 
万アクセス/年

107 
万アクセス/年

～道路行政の転換～ 

ボランティア・サポート・プログ
ラムの参加団体数 

「ボランティア・サポート・プログ
ラム」等の制度を活用して道路の美
化清掃等を実施している団体数 

毎年増加 27 団体 毎年増加 毎年増加

事業・施策の名称 
実施予定 

年度 
現  状 対策内容 期待される効果 

整備
事例

一般国道３３０号 

電線共同溝（那覇市） 

H17 年度 

完了 
事業中 

１.７２ｋｍの無電柱化整

備を実施  
一般国道３３０号 

那覇道路電線共同溝 

（那覇市安里～古島） 

H17 年度 

完了 
事業中 

２.６７ｋｍの無電柱化整

備を実施  

モノレール関連街路（第二環

状線）電線共同溝（那覇市） 

H17 年度 

完了 
事業中 

５.０６ｋｍの無電柱化整

備を実施  
国際通り線電線共同溝 

（那覇市） 

H19 年度 

完了 
事業中 

３.２０ｋｍの無電柱化整

備を実施 

歩行者・自転車の通行の円滑化 

道路景観の向上・バリアフリー化・

防災性の向上 
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無電柱化整備率の目標 
◎今年度は平成１６年度に引き続き、平成１９年度

で目標値を達成できるよう、事業を進めることと

し、モノレール関連街路（第二環状線）をはじめ

とする計９.４５ｋｍの無電柱化整備を実施しま

す。 

■平成１７年度に実施予定の主な事業・施策 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

一般県道古宇利屋我地線 古宇利大橋 

◎業績計画書についてのご意見･ご質問をお待ちしております。 

沖縄ブロック幹線道路協議会 

内 閣 府 沖 縄 総 合 事 務 局

沖   縄   県

那   覇   市

西日本高速道路株式会社沖縄管理事務所




